
自己評価結果 令和６年度

1.本園の教育目標

・明るく伸び伸び元気よく・豊かな心を大切に・みんな仲良く手をつなごう・自分で考え

自分でできる

2.本年度、重点的に取り組む目標・計画

・身近な人と親しみ、関わりを深め、愛情や信頼感をもつ ・社会生活における望ましい

習慣や態度を身に付ける ・身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味

味や関心を持つ　・自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう

3.評価項目の達成および取り組み状況

評価項目 取り組み状況

保育の計画性

園の教育課程は幼稚園教育要領の精神を踏まえ、園の教育理念・教

育方針に従い適正に編成されている。

教職員体制の充実

園長、副園長、主任、保育教諭など、配置基準を上回る職員を配置

し、特別支援の体制も整っている。預かり保育担当の職員も複数配

置して、保育の充実に努めている。

教育環境の構成

幼児が先ず安全で安心して過ごせる環境づくりを心掛け、そして

幼児が主体的に活動を行い、様々な経験を積んでいくことができ

るような環境づくりを工夫している。

研修や研究

教職員が必要とする課題に応じて、外部研修を受講できるように

配慮するとともに、職員のスキルアップのために、園に外部講師を

招いて園内研修を行い、保育研究に努めている。

4.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

園の教育方針に基づいて、幼児期の発達を踏まえた教育課程がしっかりと立てられており、

無理なく計画が実施され、園児も順調に成長している様子が伺える。

そして園内・園外の研修を受ける体制も整えられ、教職員のスキルアップを図ろうとする

園の努力が認められる。

5.今後取り組むべき課題

職員の採用が年々、困難になって来ているため、いかに職員をコンスタントに確保してい

くかが経営的な課題となっている。そのため大学への新卒の募集だけでなく、保育経験者

で再就職を希望するものがあれば、採用試験のうえ、合格者を採用をしていきたい。




